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1

調　査　内　容

細砂通過放流時のみ連続観測

連　　続　　観　　測

連　　続　　観　　測

体制が整ってから3h毎 毎　正　時 6h毎
● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●● ●

体制が整ってから3h毎 毎　正　時
● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●● ●

　毎　　正　　時 6h毎
 ●●●●●●●●●●●  ●　●　●

　毎　　正　　時 6h毎
 ●●●●●●●●●●●  ●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●

体制が整ってから適宜

●　●　●　●　●　●　●　●　●

体制が整ってから適宜

連　　続　　観　　測

（３０分インターバル）

  この間の日中で３回測定

　（9:00､13:00､17:00）

  この間の日中で３回測定

　（9:00､13:00､17:00）

　　●宇奈月ダム自然流下中

　　●出し平ダム自然流下中
ヘリコプターによるビデオ･写真撮影 －

－ － －１ヶ所 宇奈月ダム ＩＴＶによるビデオ撮影

●

29断面 宇奈月ダム堆砂測量 横断測量 ● ★ － －

★ －

８ヶ所
Ａ点､Ｃ点､河口沖､生地鼻沖､荒俣沖魚礁､飯野沖地引網漁場内2､
横山沖､赤川沖

底生動物(ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ) ● －

● －

－

全　　　体 黒部川水系及び近隣河川流域（近隣河川は海域のみ）

●

－

●12月

－－ －

－ －

－

－ 原則　排砂時のみ実施

★：速やかに実施

●12月 ★：速やかに実施、スマート化測量試行の追加

－

－

測
量

河川 － 山彦橋（宇奈月ダム直下）～黒部川河口 航空レ－ザ－測量(ALB) －

監
視

ダ　ム
１ヶ所 出し平ダム ＩＴＶによるビデオ撮影

ダ　ム
39断面 出し平ダム堆砂測量 横断測量 ●

－

－ － －

３ヶ所 下黒部橋、四十八ヶ瀬大橋、新川黒部橋～愛本間 魚類 （アユの産卵床等の軟度調査を含む）
※具体的な調査内容については、学識経験者、関係機
関等の意見を伺い決定する。

● － 底質採泥にあわせて撮影する。

水
生
生
物

河　川
２ヶ所 山彦橋（宇奈月ダム直下）､下黒部橋 魚類､底生動物､付着藻類､ｸﾛﾛﾌｨﾙa

11ヶ所
Ａ点､Ｃ点､生地鼻沖､荒俣沖魚礁､飯野沖地引網漁場内2､飯野定置4､飯
野定置2､横山沖､赤川沖､泊沖､境沖

海域の水中写真撮影、水中動画撮影 ● － －

海　域

底
質
調
査

１ヶ所 出し平ダム湛水池内（№1）
外観､臭気､粒度組成､pH､COD､T-N､T-P､ORP､
硫化物､強熱減量

●

１ヶ所

－ 黒部川以東海域 海域のシミュレ－ション － 12月
海域の土砂堆積状況を表層の濁り拡散状況よりシミュ
レ－ションし、その結果により推定する。

10ヶ所
荒俣沖魚礁､飯野沖地引網漁場内2､底刺網漁場､小型底引網3､飯野定置
4､飯野定置2､横山沖､赤川沖､泊沖､境沖

外観､臭気､粒度組成､pH､COD､T-N､T-P､ORP､
硫化物

● －

ORPについては、ORP観測値がH26年度までの観測値の最
小値を下回り、かつ、還元状態が確認された場合は、
ORPのみを調査地点の周辺や時間経過による状況把握調
査を行なう。－ ● －

－ －４ヶ所 （代表４地点）Ａ点､Ｃ点､河口沖､生地鼻沖
外観､臭気､粒度組成､pH､COD､T-N､T-P､ORP､
硫化物

● ● －

－ ● －

－

用水路 ２ヶ所 飯野用水、黒西副水路 堆積量⑩ ● －

３ヶ所 山彦橋（宇奈月ダム直下）､愛本、下黒部橋
外観､臭気､※粒度組成､pH､COD､T-N､T-P､ORP
※山彦橋（宇奈月ﾀﾞﾑ直下）のみ粒度分布、比率

● －

－

－ － ● －

－ － ● －

－ ●

宇奈月ダム湛水池内 (20.8k) ●

河　川

－ －

－ ●

ダ　ム

☆：排砂・通砂中に準ずる

海　域

２ヶ所 （代表１地点）Ｃ点、Ｐ－１２ 水温、塩分、DO、伝導率及び濁度連続観測
⑤ －

４ヶ所 （代表４地点）Ａ点､Ｃ点､河口沖､生地鼻沖 水温､塩分､pH､COD､DO､SS ● ● － ● －

10ヶ所 P-2、P-4、P-9、C'点、P-10、P-12、吉原15、横山20、M-8、宮崎沖 COD､SS

１ヶ所 黒薙川 水温、pH、DO、濁度、SS － － ☆ － －

☆ ● － ☆：排砂・通砂中に準ずる

１ヶ所 猫又 水温、pH、※DO、濁度、SS － －

１ヶ所 下黒部橋
水温､pH､BOD､COD､DO､SS､濁度､SS粒度

（BOD､CODは３時間毎でDO最小付近は１時間毎）
● ●

☆ － － ☆：排砂・通砂中に準ずる

☆ ● － ☆：排砂・通砂中に準ずる

☆ ● － ☆：排砂・通砂中に準ずる

－

１ヶ所
出し平ダム直下
（排砂中の速報は、出し平ダム直下の濁度とＤＯ）

● － ☆ ● － ☆：排砂・通砂中に準ずる

－ － －

２ヶ所 宇奈月ダム直下、愛本 － － その他出洪水含む

河　川

１ヶ所 出し平ダム直下 濁度連続観測⑤ － －

１ヶ所 愛本 水温、pH、DO、SS、濁度、SS粒度 ●

１ヶ所 宇奈月ダム直下 ＳＳ連続観測 －

6h毎
１ヶ所

山彦橋（宇奈月ダム直下）
（排砂中の速報は、宇奈月ダム直下の濁度とＤＯ）

● ●

●

水温､pH､BOD､COD､※DO､SS､濁度､T-N､T-P､SS粒度
（BOD､CODは３時間毎でDO最小付近は１時間毎）

（T-N､T-P､SS粒度は排砂中５回）

● － ● －

● － － ● －

海　域

備　　　考

⑪
排
砂
・
通
砂
１
日
後項　　目 地　　　　　点　　　　　名

水
質
調
査

ダ　ム

１ヶ所 出し平ダム湛水池内（№1水深方向２層<表･底層>）

水温､pH､COD､DO､SS

調　　査　　項　　目　・　地　　　点

調　　査　　内　　容

定
期
調
査
∧
５
月
∨

直　　前 排砂･通砂中(排砂ゲート開～排砂･通砂後の措置完了１日後)

抑
制
策
中
∧
９
月
∨

定
期
調
査
∧
９
月
∨

定
期
調
査
∧
11
月
∨

１ヶ所 宇奈月ダム湛水池内（20.8k水深方向２層<表･底層>） ●

⑦

連 続 監 視

連 続 監 視

８月

⑨

出し平ダム

宇奈月ダム

▼排砂Ｇ開 ▼水位低下開始

排砂Ｇ全閉▼

排砂後の措置完了▼

自然流下

▼水位低下開始

▼排砂Ｇ開

自然流下

排砂Ｇ全閉▼

▼排砂後の措置完了



ダム湛水池 水質

×2100

×18

出し平ダム：（表層）水深0.5m　（底層）湖底より1.0m上部

宇奈月ダム：（表層）水深0.5m　（底層）湖底より1.0m上部

▲ H26年度までの観測値の最大値

■ H26年度までの観測値の最小値

－ R 6年度までの観測値の平均値

× R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

※ 抑制策後は９月調査を兼ねて同一日に実施した。

※「抑制策後」は、出し平ダムは H12年度、H29年度、R4年度、
宇奈月ダムはH29年度、R4年度の実施である。

DO
飽

和
率

(%
)

DO
飽

和
率

(%
)

５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月 ５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月

DO
(m

g/
L)

DO
(m

g/
L)

５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月 ５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月 ５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月

CO
D(

mg
/L

)

CO
D(

mg
/L

)

５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月 ５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月 ５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月

S
S(

mg
/L

)

S
S(

mg
/L

)

５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月 ５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月 ５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月

出し平ダムNo.1　表層 出し平ダムNo.1　底層 宇奈月ダム20.8K　表層 宇奈月ダム20.8K　底層

（１）出し平ダム湛水池
・SSは表層・底層ともに既往観測値の最大値を上回った。
・CODは表層においては、例年と同程度の観測値であったが、底層においては、高い観測値であった。
・DOは、表層・底層ともに、湖沼AA類型の基準内（DO≧7.5mg/L）であった。
・DO飽和率は、表層・底層ともに100%以上であった。

（２）宇奈月ダム湛水池
・SSは表層・底層ともに、例年と同程度の観測値であった。
・CODは表層・底層ともに、５月調査時に既往観測値の最大値を上回った。
・DOは表層・底層ともに、湖沼AA類型の基準値内(DO≧7.5mg/L)であった。
・DO飽和率は表層は100％以上であったが、底層は５月調査時に100％を下回った。

５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月

凡例

宇奈月ダム湛水池水質調査位置図

出し平ダム湛水池水質調査位置図
５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月

５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月

５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月

５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月

５月　排砂後 通砂後 抑制策後 ９月
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採水地点

20.8K

２

R3より排砂通砂後
調査取止め

R3より排砂通砂後
調査取止め

R3より排砂通砂後
調査取止め

R3より排砂通砂
後調査取止め

R3より排砂通砂後
調査取止め

R3より排砂通砂後
調査取止め

R3より排砂通砂後
調査取止め

R3より排砂通砂後
調査取止め



河川水質のSS・BOD・COD・Ｔ－Ｎ（全窒素）・Ｔ－Ｐ（全りん）観測最大値、DO観測最小値比較

▲ H26年度までの観測値の最大値
■ H26年度までの観測値の最小値
－ R 6年度までの観測値の平均値
× R 3年度までの観測値
× R 4年度の観測値
× R 5年度の観測値
× R 6年度の観測値
○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

R7年については、以下の期間の観測値を対象としている。（猫又及び黒薙地点＝全観測値を対象、それ以外の地点＝排砂ゲート開期間中の観測値を対象）

　出し平ダム：　排砂ゲート開操作開始（6/14 22:30）　～　排砂ゲート全閉（6/17 02:32）

　宇奈月ダム：　排砂ゲート開操作開始（6/15 22:20）　～　排砂ゲート全閉（6/16 19:33）

SS
(m
g/
L)

BO
D(
mg
/L
)

CO
D(
mg
/L
)

～6/17 09:00

6/15 00:00

下黒部橋

下 黒 部 橋

～6/17 07:00

6/15 00:00

～6/17 06:00

猫又 出し平ダム
直下

宇奈月ダム
直下

R7.6連携排砂
6/14 23:00

黒　薙

～6/16 10:00

猫又下黒部橋 宇奈月ダム
直下

猫又 出し平ダム
直下

宇奈月ダム
直下

猫又 出し平ダム
直下

宇奈月ダム
直下

猫又 出し平ダム
直下

宇奈月ダム
直下

6/15 00:00

宇奈月ダム直下

6/14 21:10

出し平ダム直下

下黒部橋

宇奈月ダム
直下

愛本

猫又 出し平ダム
直下

宇奈月ダム
直下

出し平ダム
直下

猫又 出し平ダム
直下

黒薙

愛本

宇奈月ダム
直下

愛本 下黒部橋

宇奈月ダム
直下

下黒部橋 猫又 出し平ダム
直下

黒薙

猫又 出し平ダム
直下

黒薙猫又 黒薙 宇奈月ダム
直下

愛本 下黒部橋

・出し平ダム直下では、排砂時のSS、BOD、CODの観測最大値は例年より低い値となった。
・宇奈月ダム直下では、排砂時のSS、CODの観測最大値、観測平均値は例年よりやや高い値となった。
・愛本では、排砂時のSS観測最大値、観測平均値は例年よりもやや高い値となった。
・下黒部橋では、排砂時のBOD観測平均値、COD観測最大値及び観測平均値は例年よりもやや高い値となった。
・排砂時及び通砂時のDO、DO飽和率最小値については、例年より高い値となった。

T-
P(
mg
/L
)

BO
D(
mg
/L
)

DO
飽
和
率
(％

)

CO
D(
mg
/L
)

T-
N(
mg
/L
)

観測最大値 観測平均値 観測最小値（※DO飽和率はDO最小値観測時の値）

SS
(m
g/
L)

DO
(m
g/
L)

出し平ダム
直下

下黒部橋

凡例

備　　考

～6/16 12:00

6/14 21:00

猫　又

～6/16 13:00

下黒部橋

愛　本

2,100 

29,000 

2,200 

41,000 
24,000 

11,000 

0

25,000

50,000

75,000

100,000

125,000

150,000

2.1 6.2 

11 9.3 

0
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40

80 
220 

420 
380 

0
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400
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1,000

2.2 

9.0 13 

0

10

20

30

40
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0.876 5.03 5.55 

0
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40

580 5,800 
580 

12,000 
8,200 

5,600 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

0.7 
1.7 

2.9 

4.7 

0

2

4

6

8

10

12

13 
52 

160 150 

0

50

100

150

200

250

300

10.5 11.3 11.2 10.9 
10.2 10.5 

4

6

8

10

12

14

93.0

100 

98.8 

100 

95.7 

97.0 

40

60

80

100

120

160,000 ▲▲ 180,000 

▲ 59 

▲ 1,200 

▲85 ▲57

３

R7年については、以下の期間の観測値を対象としている。（猫又及び黒薙地点＝全観測値を対象、それ以外の地点＝排砂ゲート開期間中の観測値を対象）

　出し平ダム：　排砂ゲート開操作開始（6/14 22:30）　～　排砂ゲート全閉（6/17 02:32）

　宇奈月ダム：　排砂ゲート開操作開始（6/15 22:20）　～　排砂ゲート全閉（6/16 19:33）

愛　本 備　　考

～6/16 12:00

6/14 21:00

猫　又

～6/16 13:00

6/15 00:00

宇奈月ダム直下

6/14 21:10

出し平ダム直下

R7.6連携排砂
6/14 23:00

黒　薙

～6/16 10:00 ～6/17 09:00

6/15 00:00

下 黒 部 橋

～6/17 07:00

6/15 00:00

～6/17 06:00



４

河川　水質　上流域 （連携排砂）

排砂Ｇ 排砂Ｇ

開操作開始 開始 終了 全閉

流入量

放流量

貯水位

FF

出
し
平
ダ
ム
水
位

（
E
L
-
m
）

6月15日

6月15日

0:00  6:00 12:00 18:00 0:00

FF

9月調査

9月調査

0:00

連携排砂

6月14日 6月15日 6月17日

 6:00 12:00 0:00  6:00 12:00 18:00 18:00 0:00  6:00 12:00 18:00 0:00 12:00

6月16日

0:00  6:00 12:0018:00

9月調査

9月調査

 6:00

ｐ
Ｈ

全
窒

素
Ｔ

-
Ｎ

(
m
g
/
L
)

 6:00 12:000:00

５月調査連携排砂

12:00 18:00 18:00

Ｄ
Ｏ

飽
和

率
（

%
）

5月20日

12:00

全
り

ん
Ｔ

-
P
(
mg

/
L
)

 6:00 12:00 18:00  6:00

0:00

12:00

12:00 0:00

12:00

18:00

Ｓ
Ｓ

（
m
g
/
L
）

５月調査

12:00

Ｂ
Ｏ

Ｄ
（

m
g
/
L
）

Ｃ
Ｏ

Ｄ
（

m
g
/L

）

Ｄ
Ｏ

（
m
g
/
L
）

濁
度

(
度

)
水

温
（

℃
）

6月16日

0:00 12:000:00 0:00  6:000:00

6月17日

 6:00 12:00 18:00 0:00

6月14日5月20日

・猫又では、連携排砂時の6/15 5:00にSS、BOD、COD、T-N、T-Pが、6:00に濁度の観測値が最大値であった。
・出し平ダム直下では、連携排砂時の6/16 2:00にSS、4:00に濁度、CODが、5:00にBOD、T-N、T-Pの観測値が最大値であった。
・黒薙では、連携排砂時の6/15 6:00に濁度、SSの観測値が最大値であった。
・各地点とも連携排砂時のＤＯは概ね11～12mg/L程度であった。（河川ＡＡ類型の基準内ＤＯ≧7.5mg/Ｌであった)
・各地点とも連携排砂時のＤＯ飽和率は概ね95～100％程度であった。

出
し
平
ダ
ム
流
量

（
m
3
/
s
）

6月14日 6月16日

18:00  6:00 18:00

6月17日

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
猫又

出し平ダム直下

黒薙

出し平ダム直下
観測最大値29,000mg/L
[排砂](6/16 02:00)

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

猫又

出し平ダム直下

黒薙

出し平ダム直下
観測最大値860度

[排砂](6/16 04:00)

300

310

320

330

340

350

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

2

4

6

8

10
猫又

出し平ダム直下

黒薙

出し平ダム直下
観測最大値6.2mg/L
[排砂](6/16 05:00)

0

100

200

300

400

500
猫又

出し平ダム直下

黒薙

6

8

10

12

14

猫又

出し平ダム直下

黒薙

出し平ダム直下
観測最小値11.3mg/L

[排砂](6/14 21:10，6/16 10：00)
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80

100
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140
猫又

出し平ダム直下

黒薙

愛 本 宇奈月ダム直下

出し平ダム直下

黒 薙

猫 又

下黒部橋

黒部川 愛本堰堤 宇奈月ダム

黒薙川

出し平ダム

0

2

4

6

8

10

12
猫又

出し平ダム直下

黒薙

0

2

4

6

8

10

12
猫又

出し平ダム直下

黒薙

出し平ダム直下
観測最大値5.03mg/L
[排砂]6/16 05:00)

6

7

8

9

猫又

出し平ダム直下

黒薙
4

8

12

16

20
猫又

出し平ダム直下

黒薙

出し平ダム直下
観測最大値220mg/L
[排砂](6/16 04:00)

出し平ダム直下
観測最大値9.0mg/L
[排砂]6/16 05:00)



５

河川　水質　下流域 （連携排砂）

　
排砂Ｇ FF FF排砂Ｇ

開操作開始 開始 終了 全閉

流入量

放流量

貯水位

6月16日

0:00  6:00 12:00 18:00 0:00

宇
奈
月
ダ
ム
流
量

（
m
3
/
s
）

12:00

18:00 6:00 12:00

５月調査

18:00 0:00  6:00

6月17日

宇
奈
月
ダ
ム
水
位

（
E
L
-
m
）

7月4日

9月調査

9月調査 連携排砂 排砂1日後 9月調査

0:0012:00

 6:00 12:00 18:00 0:00  6:00 0:00  6:00 12:00 18:00 0:0012:00 18:00 18:00 6:00 12:00 12:0012:00

ｐ
Ｈ

全
り

ん
Ｔ

-
P
(
m
g
/
L
)

7月4日

排砂1日後

5月8日 6月14日

５月調査

・宇奈月ダム直下では連携排砂時の6/16 4:00 にSS、BOD、COD、全窒素(Ｔ-Ｎ)、全リン(Ｔ-Ｐ)、6/16 6:00に濁度の観測値が最大値であった。
・愛本では連携排砂時の6/16 5:00に濁度、6/16 6:00にSSの観測値が最大値であった。
・下黒部橋では連携排砂時の6/16 6:00に濁度、BOD、COD、6/16 8:00 にSSの観測値が最大値であった。
・各地点とも連携排砂時のＤＯは概ね10～12mg/L程度であった。（河川ＡＡ類型の基準内ＤＯ≧7.5mg/Ｌであった）
・各地点とも連携排砂時のＤＯ飽和率は概ね95～110％であった。

水
温

（
℃

）
Ｓ

Ｓ
（

m
g
/
L
）

5月8日 6月14日 6月15日

Ｄ
Ｏ

飽
和

率
（

%
）

Ｂ
Ｏ

Ｄ
（

m
g
/
L
）

全
窒

素
Ｔ

-
Ｎ

(
m
g
/
L
)

Ｃ
Ｏ

Ｄ
（

m
g
/
L
）

濁
度

(
度

)

連携排砂

Ｄ
Ｏ

（
m
g
/
L
）

6月17日6月14日 6月15日

0:00 12:00 0:0018:00 6:00 12:00

6月16日

0:00  6:00 12:00 12:00 12:00 6:00 12:00 18:000:00

6月15日 6月17日 7月4日 9月調査6月16日

18:00 18:0012:00  6:00 12:00  6:00 12:0018:00 0:00

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
宇奈月ダム直下

愛本

下黒部橋

宇奈月ダム直下
観測最大値41,000mg/L
[排砂](6/16 4:00)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
宇奈月ダム直下

愛本

下黒部橋

宇奈月ダム直下
観測最大値3,100度
[排砂](6/16 6:00)
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250
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1,000

1,250

1,500

0

10

20

30
宇奈月ダム直下

愛本

下黒部橋

宇奈月ダム直下
観測最大値11mg/L
[排砂](6/16 4:00)
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200

400

600

800
宇奈月ダム直下

愛本

下黒部橋

宇奈月ダム直下
観測最大値420mg/L
[排砂](6/16 4:00)
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下黒部橋
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宇奈月ダム直下

愛本

下黒部橋

0

10
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宇奈月ダム直下
宇奈月ダム直下

観測最大値13mg/L

[排砂](6/16 4:00)

0

5

10

15

宇奈月ダム直下
宇奈月ダム直下

観測最大値5.55mg/L

[排砂](6/16 4:00)
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9
宇奈月ダム直下

愛本

下黒部橋

5

10

15

20

25

宇奈月ダム直下

愛本

下黒部橋

愛 本 宇奈月ダム直下

出し平ダム直下

黒 薙

猫 又

下黒部橋

黒部川 愛本堰堤 宇奈月ダム

黒薙川

出し平ダム

宇奈月ダム直下 観測最小値10.4mg/L

[排砂](6/16 21:00)



６

Ｇ FF FF Ｇ

構成比 開 始 終 閉 SS

(%) (mg/L)

▲ ▼ ▼

Ｇ FF FF Ｇ Ｇ FF FF Ｇ Ｇ FF FF Ｇ

構成比 開 始 終 閉 開 始 終 閉 開 始 終 閉 SS

(%) (mg/L)

▲ ▼ ▼ ▲ ▼ ▼ ▲ ▼ ▼

 粘　土 （～0.005mm）  シルト （0.005～0.075mm）  細　砂 （0.075～0.25mm）  中　砂 （0.25～0.85mm）  粗　砂 （0.85～2.0mm） SS

5:00

Ｇ開▲：排砂ゲート開操作開始
Ｇ閉▼：排砂ゲート全閉
FF始▲：自然流下開始
FF終▼：自然流下完了 2:32

6月17日

連　携　排　砂

令和７年　連携排砂

6月15日

９月

22:30

40,000

20,000

60,000

09 12 15 18 21 03 211815120906 00 調査

11:40 10:30 16:45  23:12

9月

令和６年　連携排砂

５月 連　携　排　砂 連携排砂1日後 連　携　通　砂 連携通砂1日後 連　携　通　砂 連携通砂1日後 ９月

21

5月 6月14日

03 0023日

80,000

60

2115 18

0

100

6月16日

12

20,000

0

03

80

06 09

100

河川 水質［SS粒度組成］上流域

03 06 09 12 15 18 2100 00

猫
　
又

17:00

▲

出
し
平
ダ
ム
直
下

100
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20

0

80,000

06月18日

20:30 10:10 15:05

・猫又では、連携排砂時においてSS粒度組成に大きな経時的変化は見受けられなかった。また、令和６年の連携排砂時と比較して細砂の割合が増加した。
・出し平ダム直下では、令和６年度連携排砂時と同様に、今年度の連携排砂時も概ね自然流下以降において細砂の割合が増加した。
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７

Ｇ FF FF Ｇ

構成比 開 始 終 閉 SS

(%) (mg/L)

▲ ▲ ▼▼

Ｇ FF FF Ｇ Ｇ FF FF Ｇ Ｇ FF FF Ｇ

構成比 開 閉 開 閉 開 閉 SS

(%) (mg/L)

▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼

 粘　土 （～0.005mm）  シルト （0.005～0.075mm）  細　砂 （0.075～0.25mm）  中　砂 （0.25～0.85mm）  粗　砂 （0.85～2.0mm） SS

令和７年　連携排砂

連　携　排　砂

18:00 19:335:0022:20

15 1806 09 1209 12 15 18 21 00 03 06 0906 09 12 21 5日

6月16日
調査

12 15 18 21 00 0315 18 21 00 03 0603 06 09 12 15 18 21 00 0300 03 06 09 12 15 18 21 0021 00 03 06 09 12 15 18 2118 21 00 03 06 09 12 15 1815 18 21 00 03 06 09 12 15

8月1日 8月2日 9月

23日 03 06 09 12 15 18 21 00 03 06 09 12 15 18 21 00 03 06 09 12

100 100,000

下
黒
部
橋

80 80,000

60 60,000

40 40,000

20 20,000

0 05月 6月23日 6月24日 6月25日 6月27日 7月1日 7月2日 7月3日 7月29日 7月30日 7月31日

100 100,000

愛
　
本

80 80,000
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40 40,000

20 20,000

0 0

100,000
宇
奈
月
ダ
ム
直
下

80 80,000
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20 20,000

0 0

18:03

100 ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▼

終

4:40 11:oo 17:15 19:10 20:50 3:40 7:10 9:20 3:40 10:00 16:00

始 終 始 終 始

連　携　通　砂 連携通砂1日後 ９月
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6月17日

令和６年　連携排砂

５月 連　携　排　砂 連携排砂1日後 連　携　通　砂 連携通砂1日後

100,000

5月 9月

12 12 06 09 1221 09 12 15 18 2103 0623日 03 06 1809 12 15 18 2100 00

60 60,000

80

40,000

20,000

15

6月15日6月14日

0021 00 03 15 18 21

7月4日

河川 水質［SS粒度組成］下流域

Ｇ開▲：排砂ゲート開操作開始
Ｇ閉▼：排砂ゲート全閉
FF始▲：自然流下開始
FF終▼：自然流下完了

連携排砂1日後
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100
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40
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下

80
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0
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・各地点において、令和６年度連携排砂、連携通砂時と同様に今年度の連携排砂時も排砂ゲート開操作以降に細砂の割合が増加し、排砂ゲート閉操作以降は下黒部橋を除いてシルトの割合が増加した。
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100
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８

凡例

海域水質調査位置図

水質調査（４地点）

水質連続観測調査（２地点）



９

海域水質のSS・COD・DO観測最大値（代表４地点：連携排砂）

　【ＳＳ】 　【ＣＯＤ】 　【ＤＯおよびＤＯ飽和率】

Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖 Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖 Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖 Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖

【参考】水質連続観測の測定期間

Ｃ点： H13～R6年

Ｐ-12点： H23～R6年

 なお、両地点ともH28年までは濁度のみの観測、H29以降

 は、水温、塩分、ＤＯ、ＥＣ、濁度を観測している。

（代表4地点の水質調査）

水質調査は、水深1m(表層）にて採水したもの。

▲ H26年度までの観測値の最大値

（代表4地点の水深） ■ H26年度までの観測値の最小値

Ｃ　点：水深約30～40m 生地鼻沖：水深約50～60m － R 6年度までの観測値の平均値

河口沖：水深約205～215m Ａ　　点：水深約30～40m × R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

（濁度：最大値、ＤＯ：最小値）

＜代表４地点＞ ＜連続観測地点＞

DO(mg/L)[観測最小値]

水
質
連
続
観
測
地
点

DO(mg/L)[観測最小値]※

SS(mg/L)[観測最大値] COD(mg/L)[観測最大値]

代
表
４
地
点

濁度(度)[観測最大値]※ 凡例

・水質連続観測地点（Ｃ点、Ｐ-12点）で実施している水温、塩分、ＤＯ、伝導度および濁度のうち、代表４地点の指標項目と関連する項目である濁度、ＤＯの観測結果（連携排砂時）を参考値として下記に示す。

・C点の排砂時は、例年と比較して高い観測値であった。
・その他の地点は、例年と同程度の観測値であった。

・C点の排砂時は、例年と比較して高い観測値であった。
・その他の地点は、例年と同程度の観測値であった。

・C点、生地鼻沖の排砂時で既往観測の最大値を上回った。
・ＤＯ飽和度は、C点を除いて100％以上の観測値であった。

DO飽和率(%)[DO観測最小時]

※水質連続観測地点の観測最大値（最小値）は、宇奈月ダムから海域までの流下時間を考慮し
て、宇奈月ダム排砂Ｇ開操作開始後の4時間後における正時から排砂Ｇ全閉後の4時間後における
正時までから算出している。

Ｃ点 Ｐ-12点 Ｃ点 Ｐ-12点
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水質連続観測は水深１ｍで実施

Ｃ点 水深：約３０ｍ
Ｐ－12点 水深：約８０ｍ
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代表４地点 水質連続観測地点

P-12点は欠測



１０

排砂Ｇ FF FF 排砂Ｇ 排砂Ｇ FF FF 排砂Ｇ

開操作開始 開始 終了 全閉 開操作開始 開始 終了全閉

流入量 流入量

放流量 放流量

貯水位 貯水位

※P-12の6月16日 2時以降に観測機器の不具合によりDOおよびDO飽和率に異常値が確認されたため、欠測扱いとした。

（代表4地点の水質調査）

水質調査は、水深1m(表層）にて採水したもの。

（代表4地点の水深）

Ｃ　　点：水深約30～40m

河 口 沖：水深約205～215m

生地鼻沖：水深約50～60m

Ａ　　点：水深約30～40m

12:00  6:00 12:00 18:00 0:00  6:00 12:00 18:00

5月29日 6月14日 6月15日
0:00

18:00 0:00  6:00 12:00 18:00 0:0012:00 18:00  6:00 12:00 18:00 6:00 12:00 18:00 0:00

海域 水質（代表４地点） 

出
し

平
ダ

ム
流

量

（
m3
/s

）

出
し

平
ダ

ム
水

位
（

EL
-m

）

宇
奈

月
ダ

ム
流

量

（
m3
/s

）

Ｓ
Ｓ

（
mg

/L
）

濁
度

（
度

）
Ｃ

Ｏ
Ｄ

（
mg

/L
）

塩
分

（
‰

）

連携排砂

6月16日 6月17日
 6:00 12:00 18:000:00  6:00 12:00

Ｅ
Ｃ

（
μ

S/
cm

）

Ｄ
Ｏ

（
mg

/L
）

・連続観測している２地点（Ｃ点及びＰ－１２点）の観測値は、連携排砂時で、濁度が黒部川河口に近いＣ点では、6/16 5:00に観測最大値となった。
・また、P-12点は、6/16  6:30に観測最大値となった。
なお、P-12の6月16日 2時以降に観測機器の不具合によりDOおよびDO飽和率に異常値が確認されたため、欠測扱いとした。

５月調査 ５月調査

12:00  6:00

9月調査 9月調査

Ｄ
Ｏ

飽
和

率
（

%）

0:00  6:00 12:00 18:00 0:00  6:00

宇
奈

月
ダ

ム
水

位
（

EL
-m

）

6月14日 6月15日6月14日 6月15日 6月16日 6月17日
0:00

 6:00 12:00 18:00 0:00

0:00  6:00 12:00 18:00

 6:00 12:00 18:00

6月17日
12:00

12:00 18:00 0:00  6:00

6月16日 9月調査

12:00 18:00 12:00

水
温

（
℃

）
ｐ

Ｈ

5月29日 6月14日 9月調査

0:00  6:00 12:00 18:00 0:00 0:00

排砂1日後

6月17日

排砂1日後

6月15日 6月16日

連携排砂

0:00  6:00 12:00 18:00
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水質連続観測は水深１ｍで実施

Ｃ点 水深：約３０ｍ

Ｐ－12点 水深：約８０ｍ

Ｃ点
観測最大値 640度
[排砂](6/16 5:00)
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C点（連続）

P-12点（連続）

Ｃ点 観測最小値 9.6mg/L

[排砂](6/14 3:30～10:30,12:00,19:30～20:30,21:30～22:30,6/15 3:30)

Ｐ-12点

観測最小値9.5mg/L

[排砂](6/14 22:00,22:30)

Ｐ-12点
観測最大値 640度
[排砂](6/16 6:30)

Ｃ点

Ａ点

河口沖

生地鼻沖

Ｃ点

Ａ点

河口沖

生地鼻沖

Ｃ点

Ａ点

河口沖

生地鼻沖

Ｃ点

Ａ点

河口沖

生地鼻沖

Ｃ点

Ａ点

河口沖

生地鼻沖

Ｃ点

Ａ点

河口沖

生地鼻沖



海域水質調査位置図（排砂中、排砂１日後）

凡例

水質調査（１４地点）

１１



１２

凡例

● ＳＳ ≦ 10

● 10 ＜ ＳＳ ≦ 50

● 50 ＜ ＳＳ ≦ 100

● 100 ＜ ＳＳ ≦ 1,000

● ＳＳ ＞ 1,000

● 欠測

単位：mg/L

凡例

● ＳＳ ≦ 10

● 10 ＜ ＳＳ ≦ 50

● 50 ＜ ＳＳ ≦ 100

● 100 ＜ ＳＳ ≦ 1,000

● ＳＳ ＞ 1,000

● 欠測

単位：mg/L

 ③ 連携排砂ＳＳ（６月１６日１５時頃）【宇奈月ダム：自然流下開始の10時間後】 ④ 連携排砂ＳＳ（６月１７日９時頃）【排砂１日後】

海域 水質（ＳＳ（連携排砂）)

・SSの観測値は、宇奈月ダム自然流下開始3時間後のC'点で最大値となった。

 ① 連携排砂ＳＳ（６月１６日８時頃）【宇奈月ダム：自然流下開始の3時間後】  ② 連携排砂ＳＳ（６月１６日１３時頃）【宇奈月ダム：自然流下開始の8時間後】



凡例

● ＣＯＤ ≦ 2

● 2 ＜ ＣＯＤ ≦ 3

● 3 ＜ ＣＯＤ ≦ 8

● 8 ＜ ＣＯＤ ≦ 30

● ＣＯＤ ＞ 30

● 欠測

単位：mg/L

凡例

● ＣＯＤ ≦ 2

● 2 ＜ ＣＯＤ ≦ 3

● 3 ＜ ＣＯＤ ≦ 8

● 8 ＜ ＣＯＤ ≦ 30

● ＣＯＤ ＞ 30

● 欠測

単位：mg/L

 ③ 連携排砂COD（６月１６日１５時頃）【宇奈月ダム：自然流下開始の10時間後】 ④ 連携排砂COD（６月１７日９時頃）【排砂１日後】

海域 水質（ＣＯＤ（連携排砂））

・CODの観測値は、宇奈月ダム自然流下開始3時間後のC'点で最大値となった。

 ① 連携排砂COD（６月１６日８時頃）【宇奈月ダム：自然流下開始の3時間後】  ② 連携排砂COD（６月１６日１３時頃）【宇奈月ダム：自然流下開始の8時間後】

１３



１４

（海域４地点）

底質調査位置図

凡例

底質調査

（出し平ダム１地点）

（宇奈月ダム１地点）

底質調査

（河川３地点）

底質調査

宇奈月ダム直下

下黒部橋

愛本



ダム湛水池　底質

（１）出し平ダム湛水池 （２）宇奈月ダム湛水池

※ 「抑制策前」「抑制策後」は、出し平ダムは H12年度、H29年度、R4年度、

宇奈月ダムはH29年度、R4年度の実施である。

▲ H26年度までの観測値の最大値

■ H26年度までの観測値の最小値

－ R 6年度までの観測値の平均値

× R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

※抑制策後は９月調査を兼ねて同一日に実施した。

抑制策前 抑制策後

９月

５月 排砂後 通砂後 ９月

排砂後抑制策前 抑制策後

抑制策前 抑制策後

抑制策前 抑制策後排砂後 通砂後

５月 通砂後

抑制策前 抑制策後

抑制策前 抑制策後 ９月

５月 排砂後 通砂後 ９月

５月 排砂後 通砂後 ９月

５月 排砂後 通砂後 ９月

５月 排砂後 通砂後 抑制策前 抑制策後 ９月

排砂後 通砂後 ９月 ５月 排砂後 通砂後 抑制策前 ９月抑制策前 抑制策後

排砂後 通砂後

５月 排砂後 通砂後

５月 排砂
後

通砂
後

抑制
策前

抑制
策後

５月

抑制策前 抑制策後 ９月

５月 排砂後 通砂後 抑制策前 抑制策後 ９月

抑制策前 抑制策後 ９月

・全窒素は、5月においては例年に比べやや高い観測値であった。
・全リン、ORPは、5月においては例年に比べてやや低い観測値であった。
・その他の調査については、概ね例年と同程度の観測値であった。

OR
P(
mV
)

宇奈月ダム湛水池底質調査位置図

硫
化
物
(
mg
/g
)

硫
化
物
(
mg
/g
)

９月

凡例

５月

50
%
粒
径
(m
m)

50
%
粒
径
(m
m)

・各指標項目ともに、5月においては概ね例年と同程度の観測値であった。

出し平ダム湛水池　No.1
C
O
D(
mg
/g
)

C
O
D(
mg
/g
)

宇奈月ダム湛水池　20.8K
全
窒
素
(
m
g
/g
)

全
窒
素
(
m
g
/g
)

出し平ダム湛水池底質調査位置図

全
り
ん
(m
g/
g)

全
り
ん
(m
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g)

５月
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)

抑制策後
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H30欠測

H30欠測

H30欠測

H30欠測

H30欠測

20.8

ああ

No.1
R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R2より排砂通砂後

調査取止め

R2より排砂通砂後

調査取止め

R2より排砂通砂後

調査取止め

R2より排砂通砂後

調査取止め

R2より排砂通砂後

調査取止め

R2より排砂通砂後

調査取止め
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河川　底質 　

▲ H26年度までの観測値の最大値

■ H26年度までの観測値の最小値

５月排砂後通砂後９月 － R 6年度までの観測値の平均値

## ## ## × R 3年度までの観測値

## ## ## ## × R 4年度の観測値

## ## 80 50 × R 5年度の観測値

## ## ## ## × R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

５月　 　　　  ９月 ５月　 　　　  ９月 ５月　 　　　  ９月

全
り

ん
(m

g/
g)

５月　 　　　  ９月 ５月　 　　　  ９月 ５月　 　　　  ９月

OR
P(

mV
)

５月　 　　　  ９月 ５月　 　　　  ９月 ５月　 　　　  ９月

全
窒

素
(m

g/
g)

５月　 　　　  ９月 ５月　 　　　  ９月 ５月　 　　　  ９月

50
%粒

径
(m

m)
・5月調査における50％粒径について、宇奈月ダム直下では例年に比べて高い観測値であり、その他観測地点では例年に比べ低い観測値であった。
・その他の地点および項目においては、例年と同程度の観測値であった。

凡例

５月　 　　　  ９月 ５月　 　　　  ９月 ５月　 　　　  ９月 ５月　 　　　  ９月

宇奈月ダム直下 愛本 下黒部橋
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１７

海域　底質（化学的酸素要求量　ＣＯＤ[mg/g]）

単位：mg/g

## ## ## ▲ H26年度までの観測値の最大値

## ## ## ## ■ H26年度までの観測値の最小値

## ## 80 50 － R 6年度までの観測値の平均値

## ## ## ## × R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

※：小型底引網３は、調査船の都合により５月調査が連携排砂後の実施（８月４日）となったため、欠測扱いとした。

・５月の飯野沖地引網漁場内２、C点、荒俣魚礁においては、例年と比べ高く、飯野定置４、泊沖、河口沖では、例年と比べ低く、底刺し網漁場内では、例年と比べやや低い観測値であった。
・その他の地点は、例年と同程度の観測値であった。

凡例

５月　排砂後　通砂後　９月

底刺し網漁場内 小型底引網３ 飯野定置２ 飯野定置４ 赤川沖 泊沖 境沖

北東海域（６地点） 東海域（５地点）

５月　　　　　　　　　９月

飯野沖地引網漁場内２

５月　　　　　　　　　９月

Ａ点 Ｃ点 横山沖

５月　　　　　　　　　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　　　　　　　　　９月

５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月

代表４地点

西海域（３地点）

生地鼻沖 荒俣魚礁

河口沖

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月
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▲63

水産用水基準：20mg/g

水産用水基準：20mg/g

水産用水基準：20mg/g水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g

水産用水基準：20mg/g水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g水産用水基準：20mg/g

水産用水基準：20mg/g

水産用水基準：20mg/g

R3より排砂通砂後

調査取止め
R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R7年5月欠測※



１８

海域　底質（全窒素　Ｔ－Ｎ[mg/g]）

単位：mg/g

## ## ## ▲ H26年度までの観測値の最大値

## ## ## ## ■ H26年度までの観測値の最小値

## ## 80 50 － R 6年度までの観測値の平均値

## ## ## ## × R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

※：小型底引網３は、調査船の都合により５月調査が連携排砂後の実施（８月４日）となったため、欠測扱いとした。

泊沖 境沖

北東海域（６地点） 東海域（５地点）

・５月の荒俣魚礁においては、例年と比べ高く、C点では、例年と比べやや高く、A点では、例年と比べやや低い観測値であった。
・その他の地点は、例年と同程度の観測値であった。

底刺し網漁場内 小型底引網３ 飯野定置２ 飯野定置４ 赤川沖

５月　　　　　　　　　９月

飯野沖地引網漁場内２ Ａ点 Ｃ点 横山沖

５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月

西海域（３地点）

５月　　　　　　　　　９月

凡例

５月　排砂後　通砂後　９月

河口沖

５月　排砂後　通砂後　９月

生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　　　　　　　　　９月

５月　排砂後　通砂後　９月５月　　　　　　　　　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

代表４地点
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0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

0.0
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0.5

1.0

1.5

2.0

0.44

0.0
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0.0

0.5

1.0

1.5

2.0
▲2.7

0.46

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

R3より排砂通砂後

調査取止め
R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R7年5月欠測※

海域　底質（全窒素　Ｔ－Ｎ[mg/g]）

単位：mg/g

## ## ## ▲ H26年度までの観測値の最大値

## ## ## ## ■ H26年度までの観測値の最小値

## ## 80 50 － R 6年度までの観測値の平均値

## ## ## ## × R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

※：小型底引網３は、調査船の都合により５月調査が連携排砂後の実施（８月４日）となったため、欠測扱いとした。

泊沖 境沖

北東海域（６地点） 東海域（５地点）

・５月の荒俣魚礁においては、例年と比べ高く、C点では、例年と比べやや高く、A点では、例年と比べやや低い観測値であった。
・その他の地点は、例年と同程度の観測値であった。

底刺し網漁場内 小型底引網３ 飯野定置２ 飯野定置４ 赤川沖

５月　　　　　　　　　９月

飯野沖地引網漁場内２ Ａ点 Ｃ点 横山沖

５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月

西海域（３地点）

５月　　　　　　　　　９月

凡例

５月　排砂後　通砂後　９月

河口沖

５月　排砂後　通砂後　９月

生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　　　　　　　　　９月

５月　排砂後　通砂後　９月５月　　　　　　　　　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

代表４地点

0.55

0.0
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▲2.7
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R3より排砂通砂後

調査取止め
R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R7年5月欠測※



１９

海域　底質（全リン　Ｔ－Ｐ[mg/g]）

単位：mg/g

## ## ## ▲ H26年度までの観測値の最大値

## ## ## ## ■ H26年度までの観測値の最小値

## ## 80 50 － R 6年度までの観測値の平均値

## ## ## ## × R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

※：小型底引網３は、調査船の都合により５月調査が連携排砂後の実施（８月４日）となったため、欠測扱いとした。

西海域（３地点）

凡例

５月　排砂後　通砂後　９月５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　　　　　　　　　９月

赤川沖

５月　　　　　　　　　９月

５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　　　　　　　　　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

河口沖

飯野沖地引網漁場内２ Ａ点 Ｃ点

代表４地点

横山沖

・５月のＣ点においては、既往観測最大値を上回り、河口沖においては、例年と比べ低く、底刺し網漁場内、飯野定置４、赤川沖、泊沖、横山沖、生地鼻沖では、例年と比べやや低い観測値であった。
・その他の地点は、例年と同程度の観測値であった。

北東海域（６地点） 東海域（５地点）

５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月

底刺し網漁場内 小型底引網３

５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月

泊沖 境沖飯野定置２ 飯野定置４

0.66

0.0

0.5
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1.5

0.0
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0.0

0.5

1.0

1.5

0.70

0.0
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0.32
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0.5
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0.0

0.5
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▲1.6 ▲3.4

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R7年5月欠測※

海域　底質（全リン　Ｔ－Ｐ[mg/g]）

単位：mg/g

## ## ## ▲ H26年度までの観測値の最大値

## ## ## ## ■ H26年度までの観測値の最小値

## ## 80 50 － R 6年度までの観測値の平均値

## ## ## ## × R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

※：小型底引網３は、調査船の都合により５月調査が連携排砂後の実施（８月４日）となったため、欠測扱いとした。

西海域（３地点）

凡例

５月　排砂後　通砂後　９月５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　　　　　　　　　９月

赤川沖

５月　　　　　　　　　９月

５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　　　　　　　　　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

河口沖

飯野沖地引網漁場内２ Ａ点 Ｃ点

代表４地点

横山沖

・５月のＣ点においては、既往観測最大値を上回り、河口沖においては、例年と比べ低く、底刺し網漁場内、飯野定置４、赤川沖、泊沖、横山沖、生地鼻沖では、例年と比べやや低い観測値であった。
・その他の地点は、例年と同程度の観測値であった。

北東海域（６地点） 東海域（５地点）

５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月

底刺し網漁場内 小型底引網３

５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月

泊沖 境沖飯野定置２ 飯野定置４
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▲1.6 ▲3.4

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R7年5月欠測※



２０

海域　底質（酸化還元電位　ＯＲＰ[mV]）

単位：mV

## ## ## ▲ H26年度までの観測値の最大値

## ## ## ## ■ H26年度までの観測値の最小値

## ## 80 50 － R 6年度までの観測値の平均値

## ## ## ## × R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

※：小型底引網３は、調査船の都合により５月調査が連携排砂後の実施（８月４日）となったため、欠測扱いとした。

５月　　　　　　　　　９月

赤川沖 泊沖 境沖飯野定置２ 飯野定置４

５月　　　　　　　　　９月

・５月の観測値は、全ての地点で酸化性（＋）を示していた。
・５月の底刺し網漁場内においては、既往観測最大値を上回り、Ｃ点、荒俣魚礁では、例年と比べ低い観測値であった。
・その他の地点は、例年と同程度の観測値であった。

北東海域（６地点） 東海域（５地点）

底刺し網漁場内 小型底引網３

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月５月　　　　　　　　　９月

Ａ点 Ｃ点 横山沖

５月　　　　　　　　　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　　　　　　　　　９月

飯野沖地引網漁場内２

５月　　　　　　　　　９月

代表４地点

西海域（３地点）

凡例

５月　排砂後　通砂後　９月

生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　　　　　　　　　９月５月　排砂後　通砂後　９月

河口沖
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0

200

400

600

100

-200

0

200

400

600

110

-200
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0

200

400

600

282

-200
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R3より排砂通砂後

調査取止め
R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R7年5月欠測※

海域　底質（酸化還元電位　ＯＲＰ[mV]）

単位：mV

## ## ## ▲ H26年度までの観測値の最大値

## ## ## ## ■ H26年度までの観測値の最小値

## ## 80 50 － R 6年度までの観測値の平均値

## ## ## ## × R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

※：小型底引網３は、調査船の都合により５月調査が連携排砂後の実施（８月４日）となったため、欠測扱いとした。

５月　　　　　　　　　９月

赤川沖 泊沖 境沖飯野定置２ 飯野定置４

５月　　　　　　　　　９月

・５月の観測値は、全ての地点で酸化性（＋）を示していた。
・５月の底刺し網漁場内においては、既往観測最大値を上回り、Ｃ点、荒俣魚礁では、例年と比べ低い観測値であった。
・その他の地点は、例年と同程度の観測値であった。

北東海域（６地点） 東海域（５地点）

底刺し網漁場内 小型底引網３

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月５月　　　　　　　　　９月

Ａ点 Ｃ点 横山沖

５月　　　　　　　　　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　　　　　　　　　９月

飯野沖地引網漁場内２

５月　　　　　　　　　９月

代表４地点

西海域（３地点）

凡例

５月　排砂後　通砂後　９月

生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　　　　　　　　　９月５月　排砂後　通砂後　９月

河口沖

178

-200
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200
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R3より排砂通砂後

調査取止め
R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R7年5月欠測※



２１

海域　底質（硫化物　Ｔ－Ｓ[mg/g]）

単位：mg/g

## ## ## ▲ H26年度までの観測値の最大値

## ## ## ## ■ H26年度までの観測値の最小値

## ## 80 50 － R 6年度までの観測値の平均値

## ## ## ## × R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

※：小型底引網３は、調査船の都合により５月調査が連携排砂後の実施（８月４日）となったため、欠測扱いとした。

西海域（３地点）

凡例

５月　排砂後　通砂後　９月

河口沖

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　　　　　　　　　９月５月　排砂後　通砂後　９月

生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　　　　　　　　　９月５月　　　　　　　　　９月

Ａ点 Ｃ点 横山沖

５月　　　　　　　　　９月５月　　　　　　　　　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　　　　　　　　　９月

代表４地点

・５月の飯野定置２、荒俣魚礁においては、例年と比べ高い観測値で、底刺し網漁場内、飯野沖地引網漁場内２、Ｃ点では、例年と比べやや高い観測値であった。
・その他の地点は、例年と同程度の観測値であった。

底刺し網漁場内 小型底引網３ 飯野定置２ 飯野定置４ 赤川沖 泊沖 境沖

北東海域（６地点） 東海域（５地点）

５月　　　　　　　　　９月５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月

飯野沖地引網漁場内２

0.10 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.01 0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

<0.01 0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

<0.01 0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.20 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.12 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.24 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

<0.01 0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

<0.01 0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

<0.01
0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.18 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.01 
0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.19 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

▲0.59

▲

水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R7年5月欠測※

海域　底質（硫化物　Ｔ－Ｓ[mg/g]）

単位：mg/g

## ## ## ▲ H26年度までの観測値の最大値

## ## ## ## ■ H26年度までの観測値の最小値

## ## 80 50 － R 6年度までの観測値の平均値

## ## ## ## × R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

※：小型底引網３は、調査船の都合により５月調査が連携排砂後の実施（８月４日）となったため、欠測扱いとした。

西海域（３地点）

凡例

５月　排砂後　通砂後　９月

河口沖

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　　　　　　　　　９月５月　排砂後　通砂後　９月

生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　　　　　　　　　９月５月　　　　　　　　　９月

Ａ点 Ｃ点 横山沖

５月　　　　　　　　　９月５月　　　　　　　　　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　　　　　　　　　９月

代表４地点

・５月の飯野定置２、荒俣魚礁においては、例年と比べ高い観測値で、底刺し網漁場内、飯野沖地引網漁場内２、Ｃ点では、例年と比べやや高い観測値であった。
・その他の地点は、例年と同程度の観測値であった。

底刺し網漁場内 小型底引網３ 飯野定置２ 飯野定置４ 赤川沖 泊沖 境沖

北東海域（６地点） 東海域（５地点）

５月　　　　　　　　　９月５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月

飯野沖地引網漁場内２

0.10 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.01 0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

<0.01 0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

<0.01 0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.20 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.12 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.24 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

<0.01 0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

<0.01 0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

<0.01
0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.18 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.01 
0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.19 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

▲0.59

▲

水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R7年5月欠測※



２２

海域　底質（50%粒径[mm]）

× ×

単位：mm

## ## ## ▲ H26年度までの観測値の最大値

## ## ## ## ■ H26年度までの観測値の最小値

## ## 80 50 － R 6年度までの観測値の平均値

## ## ## ## × R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

※：小型底引網３は、調査船の都合により５月調査が連携排砂後の実施（８月４日）となったため、欠測扱いとした。

西海域（３地点）

凡例

５月　排砂後　通砂後　９月５月　排砂後　通砂後　９月

飯野沖地引網漁場内２

荒俣魚礁

５月　　　　　　　　　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

河口沖

５月　排砂後　通砂後　９月

生地鼻沖

代表４地点

５月　　　　　　　　　９月

５月　　　　　　　　　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　　　　　　　　　９月５月　　　　　　　　　９月

Ａ点 Ｃ点 横山沖

５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月５月　　　　　　　　　９月

境沖

・５月の飯野沖地引網漁場内２においては、既往観測最小値を下回り、Ｃ点、荒俣魚礁では、例年と比べ低い観測値で、底刺し網漁場内、飯野定置２、Ａ点、生地鼻沖では、やや低い観測値であった。
　また、河口沖においては、例年と比べ高い観測値であった。
・その他の地点は、例年と同程度の観測値であった。

底刺し網漁場内 小型底引網３ 飯野定置２ 飯野定置４

北東海域（６地点） 東海域（５地点）

５月　　　　　　　　　９月

赤川沖 泊沖
2.391 3.477

0.0170.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.133

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.140

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.139

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.0230.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.034
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.0330.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.196

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.130

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.376

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.038
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.213

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.095
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

▲1.3

▲2.4×1.1

R3より排砂通砂後

調査取止め
R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R7年5月欠測※

海域　底質（50%粒径[mm]）

× ×

単位：mm

## ## ## ▲ H26年度までの観測値の最大値

## ## ## ## ■ H26年度までの観測値の最小値

## ## 80 50 － R 6年度までの観測値の平均値

## ## ## ## × R 3年度までの観測値

× R 4年度の観測値

× R 5年度の観測値

× R 6年度の観測値

○ R 7年度の観測値

グラフ中の数値はR 7年度の観測値

※：小型底引網３は、調査船の都合により５月調査が連携排砂後の実施（８月４日）となったため、欠測扱いとした。

西海域（３地点）

凡例

５月　排砂後　通砂後　９月５月　排砂後　通砂後　９月

飯野沖地引網漁場内２

荒俣魚礁

５月　　　　　　　　　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

河口沖

５月　排砂後　通砂後　９月

生地鼻沖

代表４地点

５月　　　　　　　　　９月

５月　　　　　　　　　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　　　　　　　　　９月５月　　　　　　　　　９月

Ａ点 Ｃ点 横山沖

５月　　　　　　　　　９月 ５月　　　　　　　　　９月５月　　　　　　　　　９月

境沖

・５月の飯野沖地引網漁場内２においては、既往観測最小値を下回り、Ｃ点、荒俣魚礁では、例年と比べ低い観測値で、底刺し網漁場内、飯野定置２、Ａ点、生地鼻沖では、やや低い観測値であった。
　また、河口沖においては、例年と比べ高い観測値であった。
・その他の地点は、例年と同程度の観測値であった。

底刺し網漁場内 小型底引網３ 飯野定置２ 飯野定置４

北東海域（６地点） 東海域（５地点）

５月　　　　　　　　　９月

赤川沖 泊沖
2.391 3.477

0.0170.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.133

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.140

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.139

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.0230.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.034
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.0330.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.196

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.130

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.376

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.038
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.213

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.095
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

▲1.3

▲2.4×1.1

R3より排砂通砂後

調査取止め
R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R3より排砂通砂後

調査取止め

R7年5月欠測※



酸性 中性 アルカリ性

7.0

（貧栄養） （富栄養）

農水産物 農水産物

に被害 に被害

JIS K 0102-1 12　ガラス電極法

底質調査法Ⅱ.4.7 KMnO4による酸素消費量

有機物が少ない　（清浄） 有機物が多い　（汚染）

（貧栄養） （富栄養）

JIS K 0102-1 18　生物化学的酸素消費量（ＢＯＤ） 底質調査法Ⅱ.4.2 重量法
JIS K 0102-1 21.4　隔膜電極法

有機物が少ない　（清浄） 有機物が多い　（汚染） （貧栄養） （富栄養）

JIS K 0102-1 17.2　 底質調査法Ⅱ.4.8.1.2  インドフェノール青吸光光度法
酸性過マンガン酸カリウムによる酸素消費量（ＣＯＤMn）

濁り小 濁り大 （貧栄養） （富栄養）

環境庁告示第59号付表8　ガラス繊維ろ紙重量法 底質調査法Ⅱ.4.9.1  硝酸一過塩素酸分解法

酸素少ない　（汚染） 酸素多い　（清浄） 0

JIS K 0102-1 21.2　よう素滴定法 底質調査法Ⅱ.4.5 ORP計による方法（水素電極基準）
JIS K 0102-1 21.5　光学式センサー法

濁り小 濁り大

（腐敗しやすい度合）

JIS K 0102-1 9.4　散乱光濁度 底質調査法Ⅱ.4.6  水蒸気蒸留一滴定法

河川水の流入多い 河川水の流入少ない

海洋観測指針8.2.5 （塩分計分析法）実用塩分式
● ： 　 環境庁による「生活環境の保全に関する環境基準」において、河川で最も厳しいとされる基準値

河川水の流入多い 河川水の流入少ない ● ： 　 同上の基準において、海域で最も厳しいとされる基準値

● ：  　厚生省による「水道水質基準」において、水道水の満たすべき基準値　

● 　 底質は、水と比較するよりも、土壌と比較する方が適切と考えて上表を作成した。　（ORPは除く）

D O

酸化性

還元性（-）

還元性

濁度
硫化物
（T-S）

酸化性（+）

O R P

　（全窒素）
亜硝酸イオン、硝酸イオン、アンモニウムイオン及び有機態
窒素含有率の合計であり栄養状態により値が変化する。

水 道 水

海 域 A 類 型

河 川 AA 類 型

塩分

ＥＣ
(伝導率)

水が電気を通す能力の程度を示す値であり、単位は、μ
S/cm（マイクロジーメンス ﾊﾟ  ーセンチメートル）である。

我が国の河川の平均的な伝導率は120mμS/cm、海水は約
45,000μS/cm

　（溶存酸素量）
水に溶けている酸素の量を示す。
河川ＡＡ類型：7.5mg/ℓ以上
海域Ａ類型：7.5mg/ℓ以上
魚類窒息：2mg/ℓ以下
〔 排砂中止基準 ： DO≦4mg/l 〕

　（全リン）
リン酸イオン及び有機態リン等の含有率の合計であり、栄養
状態により値が変化する。

水の濁りの程度を示す値であり、カオリン（白陶土）1mg/l =１
度である。

水道水：２度以下

　（酸化還元電位）
土壌中（液）の持つ酸化力（＋）又は還元力（－）を示す。還
元性を示す程、土壌変質の影響が大きい。

水に溶けている塩類（塩化ナトリウム、硫酸マグネシウム、
硫酸カルシウムなど）の程度を示す値である。

硫黄と水素、カルシウム又はナトリウム等の化合物で還元性
（腐敗性）環境下では大きな値を示す。

　水産用水基準で
　　 汚染の始まりかかった泥 ： 硫化物≧0.2mg/g

C O D T - N

S S T - P

　（化学的酸素要求量）
水中の有機物などを酸化剤で酸化するときに消費される酸
素の量であり有機物の大小を示す。

海域Ａ類型：2mg/ℓ以下

　（浮遊物質量）
水中に浮遊する粒子の量を示す。

河川ＡＡ類型：25mg/ℓ以下

有機物が多い

B O D
強熱減量

（ l L ）

有機物が多い

p H C O D

　（水素イオン濃度）
酸性またはアルカリ性の程度を示す。

河川ＡＡ類型：6.5～8.5
海域Ａ類型：7.8～8.3

試料を強熱する際に生じる質量の減少率であり、底泥の有
機性汚濁の程度を示す指標として最も簡便な方法である。
有機物含有量が多いと大きな値を示す。

　（生物化学的酸素要求量）
水中の有機物が微生物により分解するときに消費される酸
素の量であり有機物の大小を示す。

河川ＡＡ類型：1mg/ℓ以下

　（化学的酸素要求量）
有機物などを酸化剤で酸化するときに消費される酸素の量
であり、有機物等の濃度の大きさを示す。

　水産用水基準で
　　　 汚染の始まりかかった泥 ： COD≧20mg/g

有機物が少ない

有機物が少ない

環境調査における調査項目と数値のもつ意味について

★ 水 質 調 査 項 目 ★ 底 質 調 査 項 目

項　目 定　　　　義
数値の示す意味

項　目 定　　　　義
数値の示す意味

小 数値 大 小 数値 大
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